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　明治中期から昭和後期まで営業してい
た薬屋の建物や資料を活用し、大正10年頃
の商家の生活を再現した施設です。店先の
人形が目印で、近寄ると「おいでなはい」
と元気よく迎えてくれます。併設された展
示室には近代の内子市街地の模型なども
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　同施設では現在、収蔵資料から「薬広
告・看板」をテーマとした企画展を開催
中。懐かしい看板やおなじみのロゴマーク
が見つかるかもしれません。同企画展は12
月17日まで。この機会にぜひ、立ち寄って
みてください。
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ソ
ウ
ル
総

合
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
通

報
の
受
付
及

び
管
制
並
び

に
現
場
支
援

ま
で
を
行
っ

て
お
り
、
₁

　

₁
₉
の
通
報

内
容
に
よ
り
、

　

警
察
、軍
、韓

国
電
力
及
び

都
市
ガ
ス
な
ど
と
綿
密
に
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。
韓
国
ソ
ウ
ル
で
の
通
報
は
、

携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ビ
デ
オ
通
話
な
ど

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
通
報
の
受
付

を
可
能
と
し
、
携
帯
電
話
の
位
置
情
報

の
把
握
と
共
に
近
隣
の
交
通
情
報
の
分

析
を
行
い
、
迅
速
な
救
急
出
動
を
可
能

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
報
受
付
の
総

合
状
況
室
で
は
、
①
救
急
隊
カ
メ
ラ
に

よ
る
リ
ア
ル
動
画
、
②
気
象
状
況
、
③

ソ
ウ
ル
市
内
で
の
通
報
内
容
、
④
市
内

搬
送
先
の
病
院
の
状
況
、
⑤
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
報
道
、
⑥
市
内
、
地
下
鉄
及
び

重
要
文
化
財
に
設
置
し
て
い
る
9
万
個

の
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、

現
場
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
救

急
状
況
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
応
急

措
置
の
指
導
、医
療
指
導
、病
院
・
薬
局

の
案
内
、疾
病
の
相
談
な
ど
1
日
平
均

8
9
3
件（
2
0
2
2
年
）を
処
理
し
て

い
る
こ
と
な
ど
関
係
者
か
ら
説
明
を
受

け
、質
疑
応
答
を
行
っ
た
後
、ソ
ウ
ル
総

事
業
で
あ
る

①
一
般
・
法

律
相
談
、
②

安
定
・
主
体

的
な
老
後
生

活
の
た
め
の

権
益
擁
護
、

③
健
康
生
活

支
援
、
④
健

康
増
進
（
認

知
症
克
服
）、

⑤
生
涯
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
、

⑥
ク
ラ
ブ
活
動
、
⑦
趣
味
余
暇
活
動
、

⑧
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
⑨
社

会
活
動
支
援
事
業
及
び
就
職
相
談
事
業
、

⑩
ソ
ウ
ル
国
際
老
人
映
画
祭
の
開
催
や

タ
プ
コ
ル
美
術
館
の
運
営
な
ど
様
々
な

世
代
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
文

化
交
流
の
特
化
事
業
に
つ
い
て
関
係
者

か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
っ

た
後
、
ソ
ウ
ル
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
施

設
内
を
見
学
し
た
。

　

見
学
後
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町
ガ

イ
ド
（
韓
国
語
版
）」
に
よ
り
、
ソ
ウ
ル
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
へ
県
内
9
町
の

Ｐ
Ｒ
を
依
頼
し
た
。

　

10
月
7
日（
土
）
の
3
日
目
は
、
1
日
目

と
同
様
に「
チ
ェ
ジ
ュ
航
空
」松
山
―
ソ
ウ

ル
線
を
利
用
し
て
帰
国
し
、
解
散
し
た
。

　

視
察
研
修
全
体
を
通
じ
て
、
日
本
と
韓

国
と
の
交
流
等
、
日
韓
関
係
の
諸
情
勢
に

つ
い
て
意
見
交
換
で
き
た
こ
と
は
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
議
長
海
外
視
察
研
修
実
施
に
あ

た
り
、
愛
媛
県
観
光
国
際
課
の
ご
協
力
に

預
か
っ
た
ほ
か
、
現
地
で
ア
テ
ン
ド
い
た

だ
き
ま
し
た
ク
レ
ア
ソ
ウ
ル
木
下
様
並
び

に
日
韓
国
際
会
議
通
訳
者
の
金
ガ
ウ
ル
様

に
紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
議
長
海

外
視
察
研
修
と
し
て
、
10
月
5
日（
木
）か

ら
10
月
7
日（
土
）ま
で
の
3
日
間
の
日
程

で
韓
国
ソ
ウ
ル
で
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和
5
年
3
月
26
日
に
運
行

を
再
開
し
た
Ｌ
Ｃ
Ｃ「
チ
ェ
ジ
ュ
航
空
」の

松
山
―
ソ
ウ
ル
線
の
利
用
促
進
や
、
韓
国

地
方
部
の
地
方
自
治
制
度
そ
の
他
必
要
事

項
の
視
察
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地

の
関
係
機
関
等
へ
本
県
各
町
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
町
へ
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
増
加
を
図
り
、
も
っ
て
地
域

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
。
三
谷
会
長
ら
、
県
内
8
議
長

が
出
席
し
た
。

　

10
月
5
日
（
木
）
の
1
日
目
に
は
、韓
国

の
Ｌ
Ｃ
Ｃ「
チ
ェ
ジ
ュ
航
空
」に
よ
り
松
山

―
ソ
ウ
ル
線
を
利
用
し
て
ソ
ウ
ル
へ
移
動

し
た
。　
　

　

10
月
6
日（
金
）の
2
日
目
は
、
以
下
の

と
お
り
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

◆
視
察
先
及
び
視
察
先
代
表
者

⑴　

ソ
ウ
ル
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　

資
源
管
理
課
長 

ホ
ン
・
ジ
ン
ヒ　

氏

　
　

行
政
チ
ー
ム
長

�

　

チ
ェ
・
ヒ
ョ
ン
ソ
ク　

氏

　
　

広
報
担
当 

ク
ォ
ン
・
ウ
ジ
ョ
ン　

氏

　
　

ソ
ウ
ル
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
₁

　

₉
₉
₈
年
に
創
設
（
予
算
約
65
億
円
）、

ソ
ウ
ル
市
を
四
つ
の
区
に
分
け
25
消
防

署
の
状
況
管
理
機
能
を
統
合
・
運
営

し
、
2
0
0
2
年
に
は
、
国
家
重
要
施

設
・
ソ
ウ
ル
未
来
遺
産
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
6
年
に
は
、
消
防
合
同
庁
舎
と

し
て
移
転
予
定
で
あ
る
。

ソウル総合防災センター

ソウル特別市立 ソウル老人福祉センター

議
長
海
外
視
察
研
修（
韓
国
）を
実
施

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

合
防
災
セ
ン
タ
ー
施
設
内
を
見
学
し
た
。

　
　

見
学
後
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町

ガ
イ
ド
（
韓
国
語
版
）」
に
よ
り
、
ソ
ウ

ル
防
災
セ
ン
タ
ー
関
係
者
へ
県
内
9
町

の
Ｐ
Ｒ
も
実
施
し
た
。

⑵　

一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会

（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）

　
　

所
長　
　
　
　
　

小
谷　

典
正　

氏

　
　

所
長
補
佐　
　
　

木
下　

祐
也　

氏

　
　

韓
国
の
現
状
等
と
し
て
、
韓
国
と
の

観
光
交
流
（
訪
日
韓
国
人
、
訪
韓
日
本

人
）
韓
国
と
の
航
空
路
、
自
治
体
間
交

流
、
韓
国
ソ
ウ
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
愛
媛
県
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

	

ま
た
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町
ガ

イ
ド
（
韓
国
語
版
）」
に
て
、
ソ
ウ
ル
江

南
区
に
お
け

る
10
月
13
日

～
15
日
開
催

の
ト
ラ
ベ
ル

シ
ョ
ー
及
び

10
月
22
日
開

催
の
日
韓
交

流
お
ま
つ
り

で
の
県
内
9

町
の
魅
力
の

発
信
・
Ｐ
Ｒ

を
依
頼
し
た
。

⑶　

ソ
ウ
ル
特
別
市
立　

ソ
ウ
ル
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

　
　

企
画
事
業
課
長 

チ
ェ
・
ソ
ン
ヒ　

氏

　
　

市
立
ソ
ウ
ル
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

2
0
0
1
年
に
高
齢
者
文
化
の
中
心
地

で
あ
る
タ
プ
コ
ル
公
園
の
聖
域
作
業
に

よ
り
、高
齢
者
問
題
の
解
決
・
高
齢
者
文

化
の
発
展
を
図
り
、
高
齢
者
向
け
の
福

祉
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設
立
。
現
在
、
6

万
7
千
人
の
高
齢
者
の
会
員
が
い
る
。

　
　

ソ
ウ
ル
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
主
な （一財）自治体国際化協会
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会
長
に
赤
穂
英
一
氏（
内
子
町
代
表

監
査
委
員

）を
選
出

副
会
長
　
影
浦
浩
二
氏
（
砥
部
町
代
表
監
査
委
員
）　 

　

監
　
事
　
菅
　
洋
志
氏
（
久
万
高
原
町
代
表
監
査
委
員
） 

　

　

愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
は
、
10

月
24
日（
火
）
東
京
・
全
国
町
村
議
員
会
館

で
「
令
和
5
年
度
第
1
回
臨
時
総
会
」
を

開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
8
町
の
監
査
委
員
14

名
が
出
席
し
た
。
会
長
が
欠
員
の
た
め
規

定
に
よ
り
、
会
長
職
務
代
理
者
で
あ
る
赤

穂
副
会
長
が
議
長
と
な
り
、
次
の
と
お
り

進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ

　
　

会
長
職
務
代
理
者　
　

赤
穂
副
会
長

3　

報　

告

　

⑴　

監
査
委
員
の
異
動
に
つ
い
て

　

⑵　

本
会
役
員
の
退
任
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
2
点
に
つ
い
て
、
事
務
局
か

ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

4　

協　

議

　

⑴　

会
長
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　

⑵　

副
会
長
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　

⑶　

監
事
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　
　

⑴
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
の
ち
、
赤
穂
副
会
長
が
会
長
に

選
出
さ
れ
た
。

　
　

次
に
副
会
長
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、

⑵
を
追
加
議
題
と
し
、
事
務
局
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
の
ち
、
影
浦
監
事
が
副
会

長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　

続
い
て
監
事
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、

⑶
を
追
加
議
題
と
し
、
事
務
局
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
の
ち
、
菅
代
表
監
査
委
員

が
監
事
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　
〈
新
役
員
〉

　
　

会　

長　

赤　

穂　

英　

一

　
　
　
　
（
内
子
町
代
表
監
査
委
員
）

　
　

副
会
長　

影　

浦　

浩　

二

　
　
　
　
（
砥
部
町
代
表
監
査
委
員
）

　
　

監　

事　

菅　
　
　

洋　

志

　
　
　
　
（
久
万
高
原
町
代
表
監
査
委
員
）

　
　

な
お
、
任
期
は
令
和
5
年
10
月
24
日

か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
の
残
任

期
間
。

5　

閉　

会

監　事
菅　　洋志 氏
（久万高原町代表監査委員）

副会長
影浦　浩二 氏
（砥部町代表監査委員）

会　長
赤穂　英一 氏
（内子町代表監査委員）

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・

�

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る「
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監
査

委
員
全
国
研
修
会
」が
、10
月
24
日（
火
）～

25
日（
水
）に
L
I
N
E	

C
U
B
E	

S
H

I
B
U
Y
A
（
渋
谷
公
会
堂
）
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
1
，5
0
0
人
の
関
係

者
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本

県
か
ら
は
25
名
が
参
加
し
た
。

　

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
は
、
水
上
雄

二
会
長（
富
山
県
立
山
町
代
表
監
査
委
員
）

の
式
辞
に
続
き
、
初
め
に
町
村
等
監
査
委

員
を
代
表
し
て
、
新
潟
県
刈
羽
町
代
表
監

査
員
の
安
澤
俊
榮
氏
、
次
に
監
査
事
務
職

員
を
代
表
し
て
滋
賀
県
甲
良
町
監
査
事
務

局
職
員
の
橋
本
浩
美
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。
今
回
の
被
表
彰
者
は
、

監
査
委
員
と
し
て
7
年
以
上
在
職
し
功
労

の
あ
っ
た
方
74
人
、
監
査
事
務
職
員
と
し

て
10
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
10

人
の
合
計
84
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
山
野
総
務
省
自
治
行

政
局
長
、
吉
田
全
国
町
村
会
長
及
び
渡
部

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
の
祝
辞
の

後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
新
潟
県
刈
羽

の
安
澤
俊
榮
代
表
監
査
委
員
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
全
国
研
修
会
で

は
、水
上
雄
二
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、次

の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
西
谷
副
会
長
（
徳
島
県
勝
浦
町

代
表
監
査
委
員
）
か
ら
閉
講
挨
拶
が
あ
り
、

2
日
間
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

【
一
日
目
】

　
「
町
村
に
お
け
る

�

内
部
統
制
と
監
査
に
つ
い
て
」

　
　

日
本
大
学
経
済
学
部
教
授

�

　
　
　
　
　
　
　

	

石
川　

恵
子　

氏

　
「
監
査
の
事
務
手
続
に
つ
い
て
」

　
　

公
認
会
計
士
・
税
理
士

�

　

鈴
木　

尚
道　

氏

【
二
日
目
】

　
「
住
民
監
査
請
求
の

�

事
務
手
続
に
つ
い
て
」

　
　

弁
護
士
、
元
東
京
都
職
員

�

　

伊
東　

健
次　

氏

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　
　

松
前
町
議
員　

伊
賀
上　

明
治　

氏

　
　

松
野
町
職
員　

岡
崎　

智
恵
子　

氏
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・
民
間
に
学
ぶ
（
コ
ー
チ
ン
グ
）

　
　
　

㈱
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

　
　
　
　
　
　

代
表　

谷　
　

益
美　

氏

　

令
和
5
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画
に
基
づ
き
、勤
続
4
～
5
年
の
職
員
を
対
象

と
し
た
中
級
職
員
研
修
会
を
10
月
2
日
に
、係
長
相
当
の
職
に
あ
る
職
員
を
対
象
と
し

た
係
長
職
員
研
修
会
を
10
月
3
日
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
で
開
催
し
た
。

　

中
級
・
係
長
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書
に
替
え
て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲
載
す
る
。

【
中
級
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

・
防
災
に
つ
い
て

　
　
　

愛
媛
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　

教
授　

森
脇　
　

亮　

氏

令
和
５
年
度
中
級
・
係
長

�

職
員
研
修
会
を
開
催

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

【
令
和
5
年
度
中
級
職
員
研
修
会
受
講
者

名
簿
】

町　

名　
　

課　

名　
　
　
　

�

氏　

名　

上
島
町　

企
画
情
報
課　
　

�

田
中　

克
典

　

〃　
　

教
育
課　
　
　
　

�

曽
根　

大
地

　

〃　
　

農
林
水
産
課　
　

�

西
本　

康
晃

　

〃　
　

農
林
水
産
課　
　

�

天
野　

素
晴

久
万
高
原
町

　
　
　
　

総
務
課　
　

�

梅
木
美
由
樹

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

久
保　

智
基

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

二
宮　

直
人

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

�

武
知　

慎
也

　

〃　
　

住
民
課　
　
　
　

�

大
野　

亜
美

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　

�

小
澤　
　

翼

松
前
町　

総
務
課　
　
　
　

�

西
川
浩
一
郎

　

〃　
　

福
祉
課　
　
　
　

�

寺
尾　

文
男

　

〃　
　

保
険
課　
　
　
　

�

八
木　

弥
里

　

〃　
　

健
康
課　
　
　
　

�

村
主　

隆
浩

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
課　

�

仲
田　

昌
生

砥
部
町　

総
務
課　
　
　
　

�

仲
田　

鹿
入

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

福
岡　

健
一

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

城
戸　

慎
也

　

〃　
　

総
務
課（
広
田
支
所
）�

森　

大
三
朗

　

〃　
　

上
下
水
道
課　

�

　

加
藤　

聖
人

　

〃　
　

建
設
課　
　
　

�

　

久
保
野
琢
磨

　

〃　
　

建
設
課　
　
　

�

　

田
中　

優
也

　

〃　
　

介
護
福
祉
課　
　

�

三
谷
美
由
紀

　

〃　
　

社
会
教
育
課　

�

　

十
亀　

孝
志

内
子
町　

総
務
課　
　
　
　

�

井
關　

雄
翔

　

〃　
　

住
民
課　
　

�

　
　

圡
井　

美
麗

　

〃　
　

保
健
セ
ン
タ
ー�

　

曽
根　

琴
音

　

〃　
　

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

池
田
あ
か
り

　

〃　
　

内
子
児
童
館�

　
　

竹
尾　

一
哉

　

〃　
　

町
並
・
地
域
振
興
課�

藤
岡　

美
智

　

〃　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課�　

藤
原　
　

司

　

〃　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園�

石
尾
し
ず
く

　

〃　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園�

土
井　

夏
果

　

〃　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園�

向
井　

琳
子

　

〃　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園�

寺
岡　

香
織

　

・
プ
レ
管
理
職
研
修

　
　
　

㈱
Ｉ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

陽　

氏

【
係
長
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

・
官
民
連
携
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
㈱
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

�

　
　
　
　

孫　
　
　

璇　

氏

　

・
Ｚ
世
代
の
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

㈱
Ｉ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

陽　

氏

　

・
管
理
職
と
し
て
の
意
識
づ
け

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

課
長　

知
念　

良
輝　

氏

伊
方
町　

総
務
課　
　
　
　

�

小
泉　

翔
生

　

〃　
　

総
合
政
策
課　
　

�

宇
都
宮
那
月

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

内
堀　

裕
規

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

梶
原　

夕
莉

　

〃　
　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

中
村　

充
希

鬼
北
町　

町
民
生
活
課　
　

�

行
定　

士
勇

愛
南
町　

商
工
観
光
課　
　

�

池
田　

桃
子

　

〃　
　

商
工
観
光
課　
　

�

埜
下　

雄
史

　

〃　
　

水
道
課　
　
　
　

�

吉
良　

滉
平

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

�

森
岡
芙
々
紀

　

〃　
　

高
齢
者
支
援
課　

�

橋
岡　

葉
月

　

〃　
　

西
海
公
民
館　
　

�

小
川　

寛
子

　【
令
和
5
年
度
係
長
職
員
研
修
会
受
講
者

名
簿
】

町　

名　
　

課　

名　
　

�

氏　

名　

上
島
町　

総
務
課　
　
　
　

�

浜
本　

一
人

　

〃　
　

観
光
戦
略
課　
　

�

杉
本
千
絵
美

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　

�

村
上　

裕
美

久
万
高
原
町

　
　
　
　

保
健
福
祉
課　
　

�

田
中　

理
恵

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

�

佐
々
木
将
史

　

〃　
　

環
境
整
備
課�

菅　
　

隼
人

　

〃　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課�

矢
野　

真
志

　

〃　
　

教
育
委
員
会　
　

�

岩
崎
か
お
り

　

〃　
　

教
育
委
員
会　
　

�

角
谷　

慎
治

　

〃　
　

消
防
本
部　
　
　

�

池
田　

信
行

　

〃　
　

消
防
本
部　
　
　

�

渡
部　

豊
和

砥
部
町　

総
務
課　
　
　
　

�

中
田　

香
織

　

〃　
　

戸
籍
税
務
課　
　

�

湊　
　
　

緑

　

〃　
　

子
育
て
支
援
課　

�

松
田　

志
穂

　

〃　
　

子
育
て
支
援
課　

�

住
田
江
里
子

　

〃　
　

学
校
教
育
課　
　

�

大
野　

真
五

内
子
町　

総
務
課　
　
　
　

�

田
中　

慎
一

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

山
田　

史
郎

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

大
野　

剛
嗣

　

〃　
　

町
並
・
地
域
振
興
課�

森
岡　
　

瞳

　

〃　
　

町
並
・
地
域
振
興
課�

兵
頭　

和
也

　

〃　
　

こ
ど
も
支
援
課　

�

岡
田　

誠
司

　

〃　
　

こ
ど
も
支
援
課　

�

本
宮
サ
ト
子

　

〃　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課�

圡
井　

幸
二
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令和５年度町職員法制執務研修会実施要領

	 　　愛媛県町村会

₁　研修目的
　　町の法制執務担当職員として必要な条例、規則の立案、解釈等の知識を修
得することにより、当該町の法制の整備充実に資することを目的とする。
₂　「ぎょうせいｅアカデミー」ｅラーニング視聴可能期間
　　令和₅年10月18日（水）～令和₅年12月17日（日）
₃　研修講師
　　株式会社ぎょうせい法制ソフト課　山下　勝弘　氏
₄　研修コース名
　　法制執務入門　初めて作る改正規定
₅　研修受講対象者
　　法制執務担当職員およびこれに準ずる職員
　　（法令の読み方等基礎知識の習得に関する研修とし、原則として初心者を対
象とする）
₆　研修経費
　　受講者₃名までについては本会が負担し、受講者が₄名以上の場合は、₃
名を超える人数から１人につき7,040円（税込）を、各団体においてご負担く
ださいますようお願いいたします。
₇　その他
　⑴　ｅラーニングでの研修方法としており、株式会社ぎょうせいから、配信
期間の前日に受講者のメールアドレスにＵＲＬ等が送付されます。

　⑵　送付されたＵＲＬ等の使い回しは禁止されておりますので、必ず受講さ
れる方全員の名簿をご提出ください。

法
制
執
務
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

講演　浜内千波 氏

講演　久江雅彦 氏

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

　

研
修
会
は
、
定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。

は
じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
春
田
徳

島
県
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
に
、

自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
14
名
の
方
々
に

対
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、
共
同
通
信
社
編
集

　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
徳
島
県
当
番
に
よ
り
、
10
月
13
日

（
金
）
徳
島
市
の
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
で
開
催
さ
れ
、
四
国
各
地
か
ら
町
村
議

会
議
員
ら
約
5
0
0
名（
本
県
関
係
は
98
名
）が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

委
員
兼
論
説
委
員
の
久
江
雅
彦
氏
か
ら

「
岸
田
政
権
の
行
方
～
政
局
展
望
～
」、
料

理
研
究
家
の
浜
内
千
波
氏
か
ら
「
今
か
ら

本
気
で
向
き
合
う
、
体
と
食
事
の
こ
と
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
の
井
下
香
川
県
会

長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後
4
時

35
分
に
閉
会
し
た
。

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
10
月
18
日（
水
）か

ら
12
月
17
日（
日
）ま
で
「
令
和
5
年
度
町

職
員
法
制
執
務
研
修
会
」
を
動
画
配
信
で

開
催
し
た
。

　

町
の
法
制
執
務
担
当
職
員
と
し
て
必
要

な
条
例
、
規
則
の
立
案
、
解
釈
等
の
知
識

を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
町
の
法

制
の
整
備
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
法
制
執
務
入
門　

�

初
め
て
作
る
改
正
規
定
」　

　

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
法
制
ソ
フ
ト
課

�

　
　
　
　
　

山
下　

	

勝
弘　

氏

内
子
町　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課�

向
井　

邦
浩

　

〃　
　

自
治
・
学
習
課　

�

児
玉　

芳
樹

　

〃　
　

内
子
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

冨
岡
由
紀
子

　

〃　
　

内
子
東
自
治
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

力
石　

浩
介

　

〃　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

菊
地　
　

健

内
子
町　

小
田
幼
稚
園　
　

�

松
本　

実
予

　

〃　
　

内
子
幼
稚
園　
　

�

福
岡　

美
穂

愛
南
町　

総
務
課　
　
　
　

�

山
口　
　

昌

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

�

酒
井　

久
美

　

〃　
　

水
道
課　
　
　
　

�

西
川　

和
仁

　

〃　
　

水
産
課　

海
業
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

清
水　

陽
介

　

〃　
　

学
校
教
育
課　
　

�

松
田　

純
一
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本県市町の基準財政需要額その他
　本県の市町の令和₅年度基準財政需要額、基準財政収入額、普通交付税決定額及び財政力指数・
標準税収額等は次のとおり。

財政力指数・標準税収入額等及び標準財政規模

区　　分

団 体 名

財　　　政　　　力　　　指　　　数
標準税収入額等

₃　年　度 ₄　年　度 ₅　年　度 ３ヵ年平均
（₃～₅）

松 山 市 0.733 0.750 0.744 0.742 86,102,485

今 治 市 0.494 0.510 0.532 0.512 25,926,782

宇 和 島 市 0.322 0.329 0.334 0.328 9,990,731

八 幡 浜 市 0.310 0.320 0.326 0.319 4,420,743

新 居 浜 市 0.731 0.755 0.786 0.757 22,998,863

西 条 市 0.604 0.620 0.618 0.614 19,321,174

大 洲 市 0.334 0.345 0.347 0.342 6,130,257

伊 予 市 0.394 0.411 0.417 0.407 5,087,934

四 国 中 央 市 0.700 0.726 0.730 0.719 18,945,437

西 予 市 0.238 0.245 0.252 0.245 4,649,093

東 温 市 0.456 0.478 0.490 0.475 5,499,952

市　　　　　計 205,167,215

上 島 町 0.142 0.150 0.153 0.148 730,790

久 万 高 原 町 0.189 0.202 0.204 0.198 1,369,642

松 前 町 0.704 0.702 0.691 0.699 5,282,121

砥 部 町 0.419 0.419 0.424 0.421 2,678,035

内 子 町 0.257 0.271 0.276 0.268 2,113,633

伊 方 町 0.450 0.621 0.607 0.559 3,630,019

松 野 町 0.148 0.152 0.154 0.151 443,339

鬼 北 町 0.211 0.224 0.231 0.222 1,310,020

愛 南 町 0.213 0.222 0.230 0.222 2,515,952

町　　　　　計 20,073,551

県　　　　　計 229,147,002

（単位：千円）
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区　　分

団 体 名
基準財政需要額 基準財政収入額 財 源 不 足 額 普通交付税決定額

臨時財政対策債
発 行 可 能 額

松 山 市 90,936,935 67,692,178 23,244,757 23,203,756 2,713,866

今 治 市 37,015,210 20,417,135 16,598,075 16,581,386 319,562

宇 和 島 市 23,745,058 7,947,336 15,797,722 15,787,016 133,098

八 幡 浜 市 10,803,467 3,519,091 7,284,376 7,279,505 61,224

新 居 浜 市 22,899,748 18,008,247 4,891,501 4,881,176 236,448

西 条 市 24,613,600 15,215,961 9,397,639 9,386,541 261,319

大 洲 市 14,196,523 4,935,446 9,261,077 9,254,676 84,886

伊 予 市 9,743,714 4,067,765 5,675,949 5,671,556 64,676

四 国 中 央 市 20,252,174 14,800,232 5,451,942 5,442,811 228,760

西 予 市 15,073,867 3,765,897 11,307,970 11,301,174 69,340

東 温 市 8,855,005 4,342,394 4,512,611 4,508,619 68,748

市　　　　　計 278,135,301 164,711,682 113,423,619 113,298,216 4,241,927

上 島 町 3,853,818 589,035 3,264,783 3,263,045 14,847

久 万 高 原 町 5,553,041 1,139,127 4,413,914 4,411,410 22,099

松 前 町 6,015,509 4,158,826 1,856,683 1,853,971 81,059

砥 部 町 5,073,119 2,153,311 2,919,808 2,917,521 36,974

内 子 町 6,206,629 1,715,887 4,490,742 4,487,944 30,027

伊 方 町 4,584,875 2,785,362 1,799,513 1,797,446 32,105

松 野 町 2,368,188 365,933 2,002,255 2,001,187 9,127

鬼 北 町 4,621,178 1,065,713 3,555,465 3,553,381 20,444

愛 南 町 8,809,282 2,026,553 6,782,729 6,778,757 37,405

町　　　　　計 47,085,639 15,999,747 31,085,892 31,064,662 284,087

県　　　　　計 325,220,940 180,711,429 144,509,511 144,362,878 4,526,014

（注）１　基準財政需要額及び基準財政収入額は、錯誤措置後のものである。
　　　２　令和₅年度の調整率は、0.000450869である。

普　　通　　交　　付　　税
（単位：千円）
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10
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
令
和
5
年
度
中
級
職
員
研
修
会

▽
3
日
＝
令
和
5
年
度
係
長
職
員
研
修
会

▽
4
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
10
月
懇
談
会

▽
5
日
＝
議
長
海
外
視
察
研
修
（
7
日
ま

で
）

▽
6
日
＝
令
和
5
年
度
「
小
・
中
学
生
の

ふ
る
さ
と
学
習
作
品
展
」
特
別
賞
等
作

品
審
査
会

▽
10
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

令
和
4
年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町
村

監
査
委
員
協
議
会
令
和
5
年
度
第
1
回

役
員
会

▽
11
日
＝
令
和
5
年
度
市
町
村
議
会
事
務

局
職
員
研
修（
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
参
加
）

（
令
和
5
年
度
町
議
会
事
務
局
職
員
研

修
会
）、令
和
5
年
度
第
71
回
愛
媛
県
社

会
福
祉
大
会

▽
13
日
＝
第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会

▽
17
日
＝
松
山
大
学
創
立
1
0
0
周
年
記

念
式
典

▽
18
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会

▽
19
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
会
長
会
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

全
体
会
議
・
行
政
委
員
会
、
全
国
山
村

振
興
連
盟
副
会
長
会
議
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
お
け
る
県
内
9
町
を
支
援
す

る
新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て
県
知
事
定

例
記
者
会
見
立
会
、
公
平
事
務
説
明
会

▽
24
日
＝
令
和
5
年
度
町
村
監
査
功
労
者

表
彰
式
、
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

（
25
日
ま
で
）、
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員

協
議
会
令
和
5
年
度
第
1
回
臨
時
総
会

▽
26
日
＝
『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
の

完
全
実
施
並
び
に『
人
権
侵
害
救
済
法
』

の
早
期
制
定
を
求
め
る
第
49
回
「
愛
媛

中
央
集
会
」、令
和
5
年
度
愛
媛
県
人
口

問
題
総
合
戦
略
推
進
会
議
、
県
と
市
町

の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
、
全
国

過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
3
㏌

と
や
ま

▽
27
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
3
㏌
と
や
ま
分
科
会

▽
28
日
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ

め
2
0
2
3
総
合
開
会
式

▽
31
日
＝
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
連
絡
会
議
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔

の
え
ひ
め
2
0
2
3
総
合
閉
会
式

　

宝
く
じ
「
幸
運
の
女
神
」
の
久
保
田
茉

衣
さ
ん
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興

協
会
事
務
局
に
来
局
さ
れ
ま
し
た
！
こ
の

宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　　

憎
し
み
し
か
生
ま
な
い

　

早
朝
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
混
じ
り
、
秋
の
気
配

を
感
じ
て
心
地
よ
い
。
こ
の
夏
は
、
例
年

に
な
い
厳
し
い
猛
暑
が
続
い
た
日
本
列
島
。

だ
が
今
、
紅
葉
は
確
実
に
広
が
り
、
深
ま

り
つ
つ
あ
る
。

　

2
・
3
日
前
ま
で
の
夏
日
が
嘘
の
よ
う

な
秋
晴
れ
、
か
と
思
え
ば
突
然
に
雹
が
降

る
。
北
日
本
の
氷
点
下
。
最
低
と
最
高
の

気
温
差
が
10
℃
以
上
の
日
も
多
々
あ
り
、

異
常
気
象
が
世
界
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
時
、

列
島
の
中
に
自
然
の
力
を
強
く
感
じ
る
。

　

10
月
7
日
、
ハ
マ
ス
の
奇
襲
攻
撃
と

イ
ス
ラ
エ
ル
反
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
は
衝
撃
で

あ
っ
た
。
未
だ
激
し
い
戦
闘
が
続
い
て
い

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
呼
応
し
た
か
の
よ
う
に

中
近
東
で
も
戦
い
の
火
の
手
が
上
が
っ
た
。

他
愛
も
な
い
お
笑
い
に
明
け
暮
れ
る
平
和

な
日
本
の
お
茶
の
間
テ
レ
ビ
画
面
は
、
明

る
い
カ
ラ
ー
か
ら
一
挙
に
深
刻
な
白
黒
に

変
わ
っ
た
よ
う
な
。何
故
か
海
外
で
は
、何

処
も
熱
心
な
宗
教
心
に
加
護
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
に
、
生
命
の
奪
い
合
う
争
い
が

回
避
な
ら
ず
…
。
八
百
万
の
神
と
仏
教
に

日
々
、
願
い
事
と
お
悔
や
み
な
ど
、
事
有

る
時
に
両
手
を
合
わ
し
対
処
す
る
大
方
の

日
本
人
に
は
、
簡
単
に
理
解
し
難
い
。

　

我
が
国
は
、
列
島
の
周
囲
を
海
に
囲
ま

れ
、
地
政
学
的
に
も
こ
の
「
海
」
が
「
盾
」

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
も
云
わ
れ
る

が
、
現
実
は
極
め
て
き
な
臭
い
。
先
の
大

戦
で
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
習
し
た
我
が
国

に
と
っ
て
は
、
他
国
へ
の
攻
撃
な
ど
万
に

一
つ
も
な
い
事
を
あ
ら
ゆ
る
場
で
説
明
す

る
ロ
ビ
ー
活
動
を
強
く
、
し
か
も
積
極
的

に
推
し
進
め
る
べ
き
時
代
で
も
あ
る
。

　

年
々
、
異
常
気
象
が
強
ま
ろ
う
と
も
四

季
折
々
の
姿
を
未
だ
表
現
し
て
く
れ
る
日

本
列
島
で
あ
る
が
。
捉
え
方
で
は
、
別
の

暗
雲
が
重
く
漂
い
、
地
雷
原
に
囲
ま
れ
て

い
る
と
云
っ
て
過
言
で
な
い
よ
う
な
現
実

に
あ
る
。

　

も
し
も
平
和
を
か
き
乱
す
よ
う
な
横

暴
が
、
フ
ェ
イ
ク
を
背
景
に
突
然
降
り
か

か
っ
て
来
て
も
、
自
国
の
み
そ
の
場
か
ら

離
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
の
「
中
立

国
」
の
御
手
本
と
も
評
さ
れ
た
ス
イ
ス
さ

え
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
突
然
の
危
機

を
目
に
し
て
、
今
や
そ
の
立
つ
位
置
を
早

急
に
改
め
る
や
に
仄
聞
す
る
。

　

我
が
国
に
あ
っ
て
も
、
お
茶
の
間
で
流

さ
れ
る
瓦
礫
の
中
で
血
を
流
す
虚
ろ
な
目

を
し
た
幼
子
の
表
情
に
『
何
と
か
な
ら
な

い
の
か
…
』
と
胸
を
痛
め
る
一
方
で
、「
話

し
て
も
分
か
ら
な
い
場
面
が
、
何
時
訪
れ

る
か
も
知
れ
な
い
」
そ
の
時
の
た
め
、
自

国
の
確
た
る
守
り
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
の
現
実
。
残
念
な
が
ら
そ
の

流
れ
は
払
拭
で
き
な
い
。

　

争
い
は
、
互
い
の
憎
し
み
し
か
生
ま
な

い
。
時
の
経
過
は
、
全
て
を
破
壊
し
お
互

い
の
憎
し
み
を
増
幅
す
る
だ
け
。
兎
に
角
、

一
刻
も
早
い
停
戦
を
祈
る
！

�

（
Ｔ
）

 

「
血
気
の
怒
り
は
、
有
る
べ
か
ら
ず
。
理

義
の
怒
り
は
無
か
る
べ
か
ら
ず
。」

�

　
（
朱
子　

中
国
・
宋
の
儒
者
）

一

筆


